
缶詰巻締技能実習評価試験 実技試験評価のポイント一覧表 

 

試験区分 初級 専門級 上級 

評

価

項

目 

調

 

節 

・作業管理 

・作業態度 

・工具、計測具類の取り扱い 

・巻締機械の取り扱い 

・安全作業に対する注意 

・巻締調節能力（リフターの調

節、ロールの寄りの調節） 

・巻締機械の理解力 

・調節作業に対する理解力 

・作業管理 

・作業態度 

・工具、計測具類の取り扱い 

・巻締機械の取り扱い 

・安全作業に対する注意 

・巻締調節能力（チャックの高

さ調節、SCHの設定、リフター

の調節、ロールの寄りの調節） 

・巻締機械の理解力 

・調節作業に対する理解力 

・作業管理 

・作業態度 

・工具、計測具類の取り扱い 

・巻締機械の取り扱い 

・安全作業に対する注意 

・巻締調節能力（ロールの取り

付け、チャックの高さ調節、

SCHの設定、リフターの調

節、ロールの寄りの調節） 

・巻締機械の理解力 

・調節作業に対する理解力 

測

定

・

検

査 

・作業管理 

・データ作成作業（計測器具の

取り扱い、視覚検査の判定、

データシートへの記入） 

・計測作業に対する理解力 

・作業管理 

・データ作成作業（計測器具の

取り扱い、耐圧試験、視覚検

査の判定、データシートへの

記入） 

・計測作業に対する理解力 

・作業管理 

・データ作成作業（計測器具の

取り扱い、耐圧試験、巻締解

体検査及び視覚検査の判定、

データシートへの記入） 

・計測作業に対する理解力 

※上級試験の赤字は減点項目となります。 

 

評
価
の
ポ
イ
ン
ト 

・作業管理（調節および測定・検査） 

作業時間内に作業ができるかどうか評価します。 

・作業態度 

作業服の着用状況、礼儀態度を評価します。 

・工具、計測具類の取り扱い 

工具、計測具類を丁寧に取り扱い、整理整頓ができるかどうか評価します。 

・巻締機械の取り扱い 

巻締機械の取り扱いが丁寧かつ正確であるかどうか評価します。 

・安全作業に対する注意 

巻締機械を動作させる際には掛け声をかけるなど、安全かつ正確に作業できるか評価します。 

・巻締調節能力 

手順書に従って正しい手順で巻締機械を調節できるかどうか評価します。 

・巻締機械の理解力 

試験に関係にする巻締機械の部品等の名称、機能等を理解しているかどうか評価します。 

・調整作業に対する理解力 

巻締調整の意味、必要性等について理解しているかどうか評価します。 

・データ作成作業 

手順書に従って正しい手順でサンプル缶を測定・検査ができるかどうか評価します。 

・計測作業に対する理解力 

巻締検査の意味、必要性等について理解しているかどうか評価します。 

 


